
JP 2008-40858 A5 2009.4.9

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成21年4月9日(2009.4.9)

【公開番号】特開2008-40858(P2008-40858A)
【公開日】平成20年2月21日(2008.2.21)
【年通号数】公開・登録公報2008-007
【出願番号】特願2006-215338(P2006-215338)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｆ  13/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｆ  13/00    ３５７Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成21年2月24日(2009.2.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の情報処理機器が接続されている通信ネットワークに、新たに接続される情報処理
機器であって、
　該情報処理機器自身に係わる属性情報と共に、前記複数の情報処理機器に係わる属性情
報をも持ち、
　前記複数の情報処理機器を検索する検索部と、
　前記検索部による前記複数の情報処理機器の検索結果と前記複数の情報処理機器に係わ
る属性情報とから、前記各々の情報処理機器が連携することにより前記各々の情報処理機
器から個別に提供されるサービスより上位のサービスが提供可能な情報処理機器同士の組
合せを含む情報処理機器管理情報を作成する情報処理機器管理情報作成部と、
　ユーザからのサービス要求を受け、前記情報処理機器管理情報作成部により作成された
情報処理機器管理情報から前記サービス要求に対応するサービスの提供に必要な情報処理
機器を選択し、該選択した情報処理機器に対して起動指令を出力する起動指令選択出力部
と、
　を備える情報処理機器。
【請求項２】
　請求項１記載の情報処理機器において、
　前記検索部が、前記情報処理機器自身が前記通信ネットワークに接続されるか、又は別
の情報処理機器が前記通信ネットワークに接続されるに際し、前記通信ネットワークに接
続されている全ての情報処理機器を検索するようにした情報処理機器。
【請求項３】
　請求項１記載の情報処理機器において、
　前記情報処理機器管理情報作成部が、
　前記情報処理機器自身が前記通信ネットワークに接続されるか、又は別の情報処理機器
が前記通信ネットワークに接続されるに際して、前記情報処理機器管理情報を作成するよ
うにした情報処理機器。
【請求項４】
　請求項１記載の情報処理機器において、
　前記情報処理機器管理情報が、前記通信ネットワークに接続されるべき全ての情報処理
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機器に予め個別に割当てられた識別情報を、前記属性情報に付与することにより作成され
る情報処理機器。
【請求項５】
　請求項１記載の情報処理機器において、
　前記通信ネットワークに接続される全ての情報処理機器が、ユーザからのサービス要求
に応じてサービスを実行するための処理プログラムを内蔵する情報処理機器。
【請求項６】
　請求項１記載の情報処理機器において、
　前記通信ネットワークに接続される複数の情報処理機器において、同一のサービスを提
供し得る情報処理機器が複数存在し、且つ、同一の上位サービスが提供可能な、各々異な
るサービスを提供し得る情報処理機器同士の組合せが複数存在するかどうかを判別する判
別部と、
　前記判別部が、前記情報処理機器、及び前記情報処理機器同士の組合せが存在すると判
別した場合に、前記情報処理機器管理情報作成部により作成される情報処理機器管理情報
を、前記各組合せのグループ化が反映された情報処理機器管理情報に修正する情報処理機
器管理情報修正部と、
　を更に備え、
　前記起動指令選択出力部が、ユーザからのサービス要求、及びユーザからのグループ指
定指令を受け、前記修正された情報処理機器管理情報から前記サービス要求に対応するサ
ービスの提供に必要な情報処理機器を選択し、該選択した情報処理機器に対して起動指令
を出力するようにした情報処理機器。
【請求項７】
　通信ネットワークを通じて接続されている複数の情報処理機器と、
　前記通信ネットワークに、新たに接続される情報処理機器と、
　を備え、
　前記新たに接続される情報処理機器が、
　該新たに接続される情報処理機器自身に係わる属性情報と共に、前記複数の情報処理機
器に係わる属性情報をも持ち、
　前記複数の情報処理機器を検索する検索部と、
　前記検索部による前記複数の情報処理機器の検索結果と前記複数の情報処理機器に係わ
る属性情報とから、前記各々の情報処理機器が連携することにより前記各々の情報処理機
器から個別に提供されるサービスより上位のサービスが提供可能な情報処理機器同士の組
合せを含む情報処理機器管理情報を作成する情報処理機器管理情報作成部と、
　ユーザからのサービス要求を受け、前記情報処理機器管理情報作成部により作成された
情報処理機器管理情報から前記サービス要求に対応するサービスの提供に必要な情報処理
機器を選択し、該選択した情報処理機器に対して起動指令を出力する起動指令選択出力部
と、
　を有する情報処理システム。
【請求項８】
　請求項７記載の情報処理システムにおいて、
　前記通信ネットワークが、ホームネットワークであり、
　前記ホームネットワークに接続される、前記各々の情報処理機器にユーザが所望するサ
ービスの提供を指令するホームサーバ、
　を更に有する情報処理システム。
【請求項９】
　請求項８記載の情報処理システムにおいて、
　前記ホームサーバが、
　前記複数の情報処理機器に係わる属性情報と、
　前記複数の情報処理機器を検索する検索部と、
　前記検索部による前記複数の情報処理機器の検索結果と前記複数の情報処理機器に係わ
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る属性情報とから、前記各々の情報処理機器が連携することにより前記各々の情報処理機
器から個別に提供されるサービスより上位のサービスが提供可能な情報処理機器同士の組
合せを含む情報処理機器管理情報を作成する情報処理機器管理情報作成部と、
　ユーザからのサービス要求を受け、前記情報処理機器管理情報作成部により作成された
情報処理機器管理情報から前記サービス要求に対応するサービスの提供に必要な情報処理
機器を選択し、該選択した情報処理機器に対して起動指令を出力する起動指令選択出力部
と、
　を有する情報処理システム。
【請求項１０】
　請求項８記載の情報処理システムにおいて、
　前記ホームサーバが、
　前記通信ネットワークに接続される複数の情報処理機器において、同一のサービスを提
供し得る情報処理機器が複数存在し、且つ、同一の上位サービスが提供可能な、各々異な
るサービスを提供し得る情報処理機器同士の組合せが複数存在するかどうかを判別する判
別部と、
　前記判別部が、前記情報処理機器、及び前記情報処理機器同士の組合せが存在すると判
別した場合に、前記情報処理機器管理情報作成部により作成される情報処理機器管理情報
を、前記各組合せのグループ化が反映された情報処理機器管理情報に修正する情報処理機
器管理情報修正部と、
　を更に有し、
　前記起動指令選択出力部が、ユーザからのサービス要求、及びユーザからのグループ指
定指令を受け、前記修正された情報処理機器管理情報から前記サービス要求に対応するサ
ービスの提供に必要な情報処理機器を選択し、該選択した情報処理機器に対して起動指令
を出力するようにした情報処理システム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】削除
【補正の内容】
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